
学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に

基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 
 

１ 会 議 名  岐山高等学校学校運営協議会  （第２回） 

 

２ 開催日時  令和３年 １０月２８日（木） １５：００ ～１６：５０ 

 

３ 開催場所  岐山高等学校 会議室 

 

４ 参 加 者  会  長  河﨑 哲嗣  岐阜大学教育学部数学教育講座 准教授 
                副 会 長    井關 敦子  岐阜大学医学部母性看護学教授 

                委  員    増田 勝美  長良東地区自治会連合会長 

          内田 真樹  長良東民生委員・主任児童委員 

                            若井 悟   岐山高等学校元同窓会長 

              小林 恵美  岐山高等学校ＰＴＡ３年学年委員長 

 

              学 校 側    園部 栄子    校長 

                         上山 順子    事務部長 

小林 雅彦    教頭 

                            木澤  朗  教頭 

                            川口  晋   教務主任 

              可知  誠    生徒指導主事  

                            美濃輪智彦    進路指導主事 

              竹中  諒  探究部長 

              藤井 智大  記録（教務部） 

５ 会議の概要（協議事項） 

 

（１） 授業参観 

オンライン講演会（薬物乱用防止）の様子を参観 

 

特別教室からの講演を配信し、生徒が各教室でプロジェクターを通してオンライン講演会

に参加する様子を参観 

 

（２） 学校評価アンケート結果について 

   意見１：昨年度に比べ評価が高くなっている項目が多いことは評価できる。 

 

   意見２：生徒の生の声を聞く機会も設けてほしい。 

 

   意見３：平均だけでなく、散らばりなども気にしたい。 

   

   意見４：保護者や生徒だけでなく、教員も大事にしてほしい。良い教員の背中を見て賢い生徒が

育つ。 



   意見５：アンケート結果を今後どう生かしていくか。 

      ⇒ ＨＰでも公開すると同時に職員で共有し、改善に活かしていく。 

 

（３）スクール・ポリシーについて  

 

意見１： 中学生はアドミッション・ポリシーを見ると思う。「謙虚に」という表現が中学生に

伝わりにくいのではないか。 

 

意見２： 学校のメッセージはとても理解できた。アドミッション・ポリシーは中学生にストレ

ートに伝わるような表現にしてほしい。 

 

意見３： アドミッション・ポリシーはどこの学校とも代わり映えしないように思う。理数科の

ある岐山高校の特色をアピールしたらどうか。 

 

意見４： 学校の特徴を出すのも大切であるが、理数科を前面に出し過ぎて、岐山高校をめざす 

生徒の門戸を閉ざすことのないようにと考えるべきである。教育目標については、よ

く読み込むと岐山の特色が出ていて、それをスクール・ポリシーに反映させようと考

えられている案である。 

 

意見５： カリキュラム・ポリシーは、今までもいろいろな取組をしているので、そのことを上

手にアピールできるとよい。 

 

意見６： スクール・ポリシーは学校から生徒への願いであるが、一方通行でなく、生徒にはど

のように伝わっているか、生徒はどのように思っているかという視点で考えてみると

よい。 

 

 （４）その他 

    ・校則改定（廃止）の手続きについて 

      原案のとおり承認 

    ・岐阜県立学校体育施設開放について 

      校舎の建て替えが迫っており、工事車両の出入り等もあり安全確保の意味でも、当面は開

放は困難である。 

  

６ 会議のまとめ 

 

第２回学校運営協議会では、学校側からスクール・ポリシーの案が提示され、それについて意見

を交わした。今後さらに検討し、第３回学校運営協議会で最終案の承認を得る予定である。 


